
再処理工場における定型的保守作業 （Ｎｏ．２－Ｄ－０８） 

 

 件   名 

 

 

蒸気配管フランジ部からの蒸気漏えいに伴う復旧作業 

 

 事象の概要 

 

 

 

（１）対象場所：機器 分離建屋（管理区域内）：蒸気配管 

 

 

（２）設備の概要 濃縮缶の加熱、暖房等に用いる非放射性の蒸気を流す配管。 

 

 

（３）保守理由 蒸気配管継手部のボルトに緩みが生じたこと等による、当該配管を流れる蒸気の漏えい。 

※他の建屋も含め同種の機器においても、同様な保守行う。 

 

 

 

 

(1) 蒸気供給弁を閉じて蒸気供給を停止し、配管継手のボルトの緩みであることを確認する。

(2) 多重化されている場合は、系統を切り替えて運転する。 

(3) 保守作業手順に従い直接保守にてボルトの増し締め等を行う。 

 

 保守作業の概要 

 

(4) 作動確認を行い、操作手順に従い運転を再開する。 

□遠隔保守 □遠隔操作    □移動式遠隔操作    □運転操作 

■管理区域内保守 
□セル内作業        □ｸﾞﾘｰﾝﾊｳｽ内作業  

□ｸﾞﾛｰﾌﾞﾎﾞｯｸｽ内作業  ■その他管理区域内作業 ■直接保守 

□非管理区域内保守 

保守方式 

□遠隔保守＋直接保守 

 

保守作業の対象 

・せん断処理設備
・溶解設備
・清澄・計量設備　等

・分離設備
・分配設備　等

・高レベル廃液
  ガラス固化設備　等

・ウラン精製設備
・ﾌﾟﾙﾄﾆｳﾑ精製設備　等

・ウラン脱硝設備　等

・ｳﾗﾝ・ﾌﾟﾙﾄﾆｳﾑ混合
     脱硝設備　等
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・使用済燃料貯蔵
  プール 　等

低レベル廃棄物
処理建屋

低レベル廃液
処理建屋

分析建屋

制御建屋

非常用電
源建屋

・非常用ディーゼ
　ル発電機　等

・低レベル廃液
  処理設備　等

・低レベル固体廃棄物
  処理設備　等

ドラム缶

・中央制御室　等 分析試料

・分析設備　等

主排気筒

一般蒸気配管のバルブフランジ部

配管継手ボルトの緩み部

から、蒸気が漏えい 

一般蒸気配管の弁の配管継手部 


